
 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべ
き目的（建学の精神，教育理念，使
命）を踏まえて、当該付属機関・委員
会の理念・目的を設定していること。
【約５００字】

　教育の情報化推進本部（以下，「本部」）は，教育の情報化推進
本部規定のなかに本部の理念・目的を定め，組織として果たすべき
役割を明確化している。

本部は，「本学の教育
の質的向上を図ること
を目的として，情報メ
ディアの利用による教
育の情報化を推進す
る」ことを本部規定に
定めることで，理念・
目的および組織として
果たすべき役割を明確
化している。これに
よって，本学における
教育の情報化推進に関
わる案件が本部へ集約
され，本部は，全学的
な視点で効率的に教育
の情報化事業を推進し
ている。

本学の教育の情報化推
進に関わる案件が本部
へ集約され，全学的な
視点で効率的に教育の
情報化事業を推進する
のと同時に,本学の情
報環境が社会的にも注
目を集め,高い評価が
得られるようにする。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当
たり、責任主体・組織、権限、手続き
を明確にしているか。また、その検証
プロセスを適切に機能させているか。
【約３００字】

　本部の理念・目的は教育の情報化推進本部規程第１条～３条に明
示している。理念・目的の適切性の検証作業については，教育の情
報化推進本部の単年度計画書において，該当規定の確認作業実施を
記載し実行している。具体的には，定期的に開催している各推進部
の推進部会において検証作業を実施し，各推進部会の検証作業終了
後に本部長は本部会議を開催して，検証結果の確認を行っている。

各推進部の推進部会，
および本部会議におい
て，教育の情報化推進
本部規程第１～３条の
確認と検証作業を行う
ことで，全本部員が，
理念・目的についての
検証作業に参加し，適
切性についての意見交
換ができる体制となっ
ている。

本部の理念・目的の適
切性については、本部
会議において定期的に
規定の該当箇所の検証
を行い判断している
が、客観的な評価とい
う面では検証方法が難
しく,検討をすすめて
いる段階である。

本学の教育の情報化を
推進するという本部の
理念・目的を効率的か
つ機能的に推進するた
め,各推進部の役割,権
限などの見直しや検証
をする体制を検討し,
本部の事業推進プロセ
スが適切に機能してい
るかを検証する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目
的に照らし，適切であるか。学術の進
展や社会の要請と教育との適合性につ
いて配慮したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・
目的を実現するためにふさわしいもの
であるか。
【約３００字】

教育の情報化推進本部の本部長は教務部長または副教務部長のうち
から学長が指名し，副本部長も専任教員のうちから，学長の推薦に
より，理事会において任命されている。また，本部員も専任教員の
うちから，本部長の推薦により，学長が任命している。このような
組織体制とすることで，学長が示す，「教育・研究に関する年度計
画書及び長期計画書」の方針に沿った本部の業務遂行ができるよう
配慮されている。さらに，教務部や各学部との連携も容易となり，
教育の情報化に関わる要望を全学的に集約できる体制となってい
る。

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するに
あたり，責任主体，・組織，権限，手
続きを明確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させ
て，改善に結びつけているか。
【約５００字】

教育の情報化推進本部の組織構成・責任体制は，教育の情報化推進
本部規程第５条～11条に規定されている。
組織構成の適切性の検証作業については，毎年，定期的に開催して
いる各推進部の推進部会において，教育の情報化推進本部規程の該
当条項について確認し，適切性の検証を行っている。各推進部会の
検証作業後，本部長は本部会議を開催し，検証結果の確認を行って
いる。

各推進部の推進部会，
および本部会議におい
て，教育の情報化推進
本部規程の該当部分の
確認および検証作業を
実施することで，全本
部員が，本部の責任主
体，組織体制，理念・
目的等についての認識
を合わせると同時に，
本部の組織構成の適切
性について意見交換が
できる体制となってい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか
●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する
姿勢等，大学として求められる教員像
を明らかにしたうえで，当該付属機関
の理念・目的を実現するために，教員
組織の編制方針を定めているか。ま
た，その方針を教職員で共有している
か。
【約４００字】

　本部の編成方針は，教育の情報化推進本部規程第６～９条に基づ
き，本部長，副本部長，本部員と規定されている。「本部長は，教
務部長又は副教務部長のうちから学長が指名する。」と明示されて
いる。

教育の情報化推進本部
の本部会議は，規程に
より，本部長の推薦に
より学長が任命する本
部員により構成されて
おり，このことは，当
本部が単に学部等諸機
関間の連絡調整にとど
まらずに，当本部の使
命，目的の遂行を推進
しやすいものとしてい
る。
また，本部員は，「教
育支援推進部」「情報
教育推進部」「情報環
境推進部」のいずれか
に部員として所属する
ことで，本部員が能動
的に業務の推進を図る
ことができる組織と
なっている。

情報に関するある程度
の専門知識が要求され
ることもあり，各推進
部の推進部長や一部本
部員に負担が集中して
しまう傾向があるめ，
このことの改善を図
る。

規程では必要に応じて
推進副部長をおくこと
ができるようになって
いるので，各推進部長
や一部本部員に負担が
集中してしまう傾向を
緩和するため，推進副
部長をおくなどの改善
を図る。

情報メディアの活用が
ますます多様化し，高
度化が求められている
中で，当本部の使命・
目的の達成をさらに推
進するためには，優れ
た情報インフラが必要
であり，情報インフラ
の整備・運用を担って
いる情報基盤本部との
連携・協働が不可欠で
ある。また，e-
Learningの推進を担う
ユビキタスカレッジ運
営委員会との連携も必
要である。これら情報
関連組織との連携・協
働をより円滑に行える
よう，組織，体制の見
直しを図っていく。

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，基
準，手続を明文化し，その適切性・透
明性を担保するよう，取り組んでいる
か。
【４００字】

　本部が運営している「情報関係科目」を担当する教員の採用にあ
たっては，まず本部会議において審査を行い，本部として情報関係
科目の担当教員として推薦できる者かを判断し，推薦できるもので
あれば，各学部へ採用の審査依頼をしている。
　各学部においては，明治大学教員任用規程，明治大学特任教員任
用基準，明治大学客員教員任用基準および明治大学兼任教員任用基
準に基づき，当該校規に明示されている学長の基本方針に基づい
て，本部の理念・目的に沿った情報教育が実践できる教員であるか
を審査し，採用を行っている。

情報関係科目の運営を
行っている本部が，情
報関係科目を担当する
教員の採用審査を行う
ことで，本部の理念・
目的に沿った情報教育
が実践できる教員かど
うかの判断をして，採
用の手続きを行うこと
ができている。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施
a ●教員の教育研究活動の業績を適切に

評価し，教育・研究活動の活性化に努
めているか。
【４００字】

　情報関係科目の担当教員の教育研究活動の業績評価は行っていな
いが，学生のアンケートなどを元に必要に応じて情報教育推進部会
において内容を確認している。また，例年９月に情報関係科目教員
への説明会を行っている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

a



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開
設していること。
【６００字～８００字程度】

　情報関係科目は，情報に関する基礎的な知識と，情報技術を活用
するために必要な情報機器の基本操作を習得し，各学部の教育にお
けるリテラシーとしての役割を担っている。また，情報モラルを理
解したうえで，情報化が進展する社会へ積極的に参画できる能力を
養うことを目標としている。 各学部のカリキュラム状況に留意しな
がら，科目設置をおこなっている。
2015年度は以下の科目を開設した。
科目名　　　　　　　設置コマ数
ICTエレメンタリー　　　　　4
ICTベーシックⅠ　　　　　 80
ICTベーシックⅡ　　　　　 74
ICT統計解析Ⅰ　　　　　　　9
ICT統計解析Ⅱ　　　　　　　7
ICTデータベースⅠ　　　　　8
ICTデータベースⅡ　　　　　7
ICTメディア編集Ⅰ　　　　 11
ICTメディア編集Ⅱ　　　　 10
ICTアプリ開発Ⅰ　　　　　　2
ICTアプリ開発Ⅱ　　　　　　2
ICTコンテンツデザインⅠ　　1
ICTコンテンツデザインⅡ　　1
ICT総合実践Ⅰ　　　　　　　1
ICT総合実践Ⅱ　　　　　　　1

毎年,キャンパスごと
の履修者数を集計し，
履修者の学年，所属学
部等などの履修登録状
況の分析を行い，情報
教育推進部会で検証を
行うことで,各キャン
パスで適切な開設科目
数とすることができて
いる。

授業計画策定時には，
履修希望者数と設置コ
マ数のバランスを検証
し，キャンパス間の調
整やスクラップアンド
ビルドを原則として各
科目の設置コマ数の調
整をしていく。
また，各学部のカリ
キュラム改編にも留意
し，適正規模での科目
運営をおこなう。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づいた
教育課程や教育内容の適切性を明確に
示しているか。（学生の順次的・体系
的な履修への配慮）
【約４００字】

　情報関係科目は各科目をエレメンタリー階層，基本階層，応用階
層，総合発展階層の４階層に分類し，エレメンタリー階層の科目か
ら，総合発展階層の科目へステップアップしていく段階的科目構成
としている。各階層の概要と教育目標は，情報関係科目シラバス・
履修案内リーフレットおよび本部ホームページに明示している。
シラバスについては，ホームページ上に公開し，各学部のシラバス
ページからもリンクで参照できるように設定している。
　また，新入生ガイダンス期間中に情報関係科目ガイダンスを開催
し，科目内容と履修方法を学生に周知している。
　履修者が科目を自身のＩＣＴリテラシーのレベルに合った科目を
選択しやすくするために，ＷＥＢ上サイトに「情報関係科目実力確
認テスト」を用意し，学生自身が自分の知識レベルと情報関連科目
の各科目で要求される知識レベルを確認できるようにしている。

シラバス・履修案内
リーフレットおよび本
部ホームページでは，
各階層を図式化した科
目体系図を掲載し科目
概要わかりやすく示し
ている。
「情報関係科目実力確
認テスト」を提供する
ことで，履修登録時に
学生が自身のレベルに
合った階層の科目を選
択できるようになって
いる。2015年度履修登
録時には1,643名の学
生が受験した。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ２. 教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあた
り，責任主体・組織，権限，手続を明
確にしているか。また，その検証プロ
セスを適切に機能させ，改善につなげ
ているか

　情報関係科目の教育課程の適切性の検証については，教育の情報
化推進本部が責任を負っている。毎年作成する教育研究に関する長
期・中期計画書，単年度計画書には責任主体・組織，権限，手続き
等について明記し，内容については教育の情報化推進本部で検証し
て，自己点検・評価報告書に記載している。学生，担当教員，運営
主体の意見を反映しながら，特に技術革新の著しいＩＴ環境の変化
に対応できるよう検証し，教育課程の改善へとつなげている。

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

a ◎何を教えているのか。どのように教
育目標の実現を図っているのか。
【4００字程度】

　情報関係科目は各科目をエレメンタリー階層，基本階層，応用階
層，総合発展階層の４階層に分類し，エレメンタリー階層の科目か
ら，総合発展階層の科目へステップアップしていく段階的科目構成
としている。
１．エレメンタリー階層
高等学校修了程度のＩＣＴ能力に充たない学生を対象に，現代の情
報社会で最低限必要な情報リテラシーの育成を目標としている。
２．基本階層
ＩＣＴに関する基礎的な知識やＰＣの基本操作，情報倫理などの内
容を扱う。大学生として必要な情報技術，新しい技術やシステムへ
の対応力，情報倫理，メディアとの接し方，コンテンツの扱い方な
どを総合的に習得することを目標としている。
また，「ＩＣＴベーシックⅠ」では，履修者が最低限習得すべき項
目を示した「ミニマムリクワイアメント」を設定し，どの教員で履
修をしても，最低限習得する知識レベルが保証されるしくみとなっ
ている。
３．応用階層
基本階層で習得したＩＣＴの基礎知識やＰＣの操作技術などをベー
スに，情報の各分野をより専門的に学習する階層で，統計処理，画
像・動画編集，コンテンツ作成，プログラミング，コンピュータサ
イエンス，データベース，メディア論などを取り扱う。
４．総合発展階層
アプリケーション活用のスキルを確認しながら，それを実践で役立
てるＩＣＴ能力の習得を目指す階層。プロジェクト形式で課題に取
り組み，問題発見・情報収集・コンテンツ作成・成果発表プレゼン
テーションなど，トータルなＩＣＴスキルの習得を目標としてい
る。

・2012年度に新カリ
キュラムを開始した当
初は履修者数が減少し
たが，近年では履修者
数も回復しており，３
年連続履修者数は増加
しており，2015年度の
履修者数はのべ6,660
名となった。
・複数の担当者で実施
される基本階層科目で
ある「ＩＣＴべーシッ
クⅠ」では，履修学生
がどの担当教員の授業
を履修しても最低限習
得する知識レベルが保
証されるしくみとなっ
ている。

「ＩＣＴベーシック
Ⅰ」ではOffice系ソフ
トウェア(主に
Word,Excel,PowerPoin
t）の基礎を半期で習
得するため，１つ１つ
のソフトウェアをより
深く学びたい学生の
ニーズには応えきれて
いない場合がある。

単位認定のない「情報
関連講習会」の積極的
な受講や，ＴＡによる
学習支援が受けられる
メディア自習室の活用
等を促し，自主的な学
びの場で授業の補完が
できる仕組みを今後も
継続する必要がある。



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ３. 教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

a ◎当該付属機関の教育目標を達成する
ために必要となる授業の形態を明らか
にしていること
【約８００字】

　情報関係科目は，基礎的な科目から応用・発展科目まで段階的に
科目を配置してる。授業内容はシラバスに明記しており，学生は情
報関連の多様な分野の中から，興味のある科目，自身のレベルに
合った科目を選択し履修できるようになっている。授業形態として
は，履修学生に１人１台パソコンを使用した実習と講義を組み合わ
せて実施している。また，きめ細かな指導を行うことがきるよう履
修登録人数の上限を設定している。多くの授業でグループディス
カッションやプレゼンテーションを取り入れ，学生の積極的な学習
を促している。各授業にはＴＡを配置して，授業中に質問対応や実
習サポートをおこなう体制を整えている。これらの授業形態に関し
てはホームページやシラバス，新入生向けガイダンスにて学生に明
示している。

　情報関係科目の教育
目標及び編成・実施方
針をホームページやシ
ラバスで公開すること
により，教育の情報化
推進本部の教育目標・
授業形態を見える化す
ることができている。

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）

e ●学生の主体的な学びを促す教育（授
業及び授業時間外の学習）を行ってい
るか。
【なし～８００字】

　情報関係科目は履修登録人数の上限を設定しているため，多くの
授業でグループ・ディスカッション，プレゼンテーションを取り入
れており，学生の積極的・主体的な学びを促進している。
また，情報関係科目の授業には授業補助ＴＡを配置し，授業中特に
実習時には巡回をし質問対応・実習サポートをおこなっている。ま
た，各キャンパスのメディア自習室には，開室時間中特別嘱託職員
またはＴＡが常駐し，自習中のソフトウェアの使用方法に関する質
問に応じるなど授業時間外の学習のサポートをおこなっている。
　さらに，単位認定のない無料の講座として各キャンパスで各学期
に「情報関連講習会（パソコン講習会）」を実施している。Office
などの基本的なソフトウェアから，学生のニーズに合わせて画像処
理・統計処理ソフトウェアまで多様な講座を開講し，情報関係科目
を履修中の学生には授業内容の補完として，履修していない学生に
は自身の情報スキル向上として受講を促している。

・2015年度情報関係科
目履修者に実施したア
ンケートでは，ＴＡに
求めたいサポートとし
て，「授業についてい
けない時のフォロー」
が最も多く全体の
69%，次いで「ソフト
ウェアの使い方の質問
対応」が全体の57％と
なっており，現在，Ｔ
Ａが重点的に提供して
いるサポート内容と合
致していた。
・情報関連講習会の受
講生に実施したアン
ケートでは，約60％の
学生が「授業内容の補
完として講習会が役に
立った」と回答してい
る。

・情報関連講習会は，
キャンパスによって受
講者数に差があり，各
キャンパスの学生の
ニーズに合った講座の
提供を検討する必要が
ある。
・春学期はＴＡの就職
活動の影響で欠勤が一
時的に多くなり，安定
した自習室運営・講習
会運営が困難となる
ケースがでてきてい
る。

　春学期情報関連講習
会実施スケジュール・
実施時間帯の見直しを
行う。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

a ◎授業の目的，到達目標，授業内容・
方法，1年間の授業計画，成績評価方
法・基準等を明らかにしたシラバス
を，統一した書式を用いて作成し，か
つ，学生があらかじめこれを知ること
ができる状態にしていること
【約３００字】

　情報関係科目シラバスは全科目について統一した書式を用い，下
記の項目を掲載している。
［シラバス掲載項目］
授業の概要・到達目標・授業内容・履修上の注意・準備学習の内
容・教科書・参考書・成績評価の方法

情報関係科目シラバスは教育の情報化推進本部ホームページでＰＤ
Ｆ版を掲載し，学生はＷＥＢサイト上で自由に閲覧が可能となって
いるほか，各学部ホームページのシラバスからもリンクさせてい
る。また，学期はじめには履修案内リーフレットを配布し，情報関
係科目の概要を周知すると共に，新入生向けガイダンスでシラバは
ホームページ上で閲覧できる旨を周知している。

情報関係科目シラバス
の掲載項目を全学共通
のものとし,ＷＥＢサ
イトにＰＤＦで公開す
ることで，情報関係科
目の授業内容や成績評
価方法を周知すること
ができている。
また，例年１月に情報
教育推進部で「シラバ
ス検証会議」を実施
し，各科目シラバスが
シラバス作成要領に基
づき作成されているか
点検をおこなってい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ３. 教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b ●シラバスと授業方法・内容は整合し
ているか（整合性，シラバスの到達目
標の達成度の調査，学習実態の把
握）。
【約４００字】

　シラバスと授業方法・内容の整合性の確認については，情報関係
科目の授業に配置している授業補助ＴＡが，授業内容等を記録した
授業日誌を作成している。シラバス記載の授業内容と授業日誌の内
容を確認することで整合性の確認をすることができている。また，
年に2回，受講学生に対し授業改善のためのアンケートを実施し，シ
ラバスと授業方法・内容の整合性や学習実態等に関して意見を寄せ
られる仕組みとなっている。結果は担当教員および情報教育推進部
長にフィードバックされている。

すべての授業にＴＡを
配置し，授業日誌を作
成することで，シラバ
ス記載の授業内容と実
際の事業の整合性の確
認をすることができる
だけでなく，担当ＴＡ
が欠勤した際に，代理
ＴＡが授業内容を把握
しやすくなっている。
また，自習室で情報関
係科目履修者から質問
を受けた際等も，授業
日誌を参照することで
より適切な学習支援を
することが可能となっ
ている。

以下の取り組みを継続
して実施する。
・シラバスに各授業の
概要・目的，内容，履
修の注意点，教科書，
参考書，成績評価の方
法について記載する。
また，授業内容は授業
回ごとに記載する。
・ＴＡを配置し、授業
日誌を作成して内容の
確認を行う。
・受講学生によるアン
ケート等により，各授
業内容・方法やシラバ
スとの整合性について
都度確認・検証する。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

a ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，
単位制度の趣旨に沿って単位を設定し
ていること。（成績基準の明示，授業
外に必要な学習内容の明示，ミニマム
基準の設定等，（研究科）修士・博士
学位請求論文の審査体制）
【約４００字】

　情報関係科目は,講義・演習科目として１学期15週間とし，授業時
間数週２時間，自習時間数週4時間の学修を要する内容として２単位
と定めている。これは，大学設置基準に基づき45時間の学修を１単
位として算出している。
成績評価の方法については,以下の通りに設定し,情報関係科目シラ
バスに記載し明確化している。

合格判定（単位取得）
Ｓ 100～90，Ａ 89～80，Ｂ 79～70，Ｃ 69～60
不合格判定（単位取得不可）
Ｆ 59～0，Ｔ 未受験

また各科目の成績基準の方法については，シラバスで成績評価の方
法について評価項目の内訳をパーセント表記することをシラバス作
成要領にて義務づけている。

適切な講義時間と成績
評価の明確化によっ
て,適切な単位認定が
できている。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図ること
を目的とした，組織的な研修・研究の
機会を設けていること。
【約８００字】

　情報関係科目について，情報関係科目を担当する教員と本部員と
で年１回担当者説明会・懇談会を実施し，情報関係科目の履修者状
況や実力確認テストの結果を用いた学生の情報リテラシーレベルに
ついての検証，学内のＰＣシステムに関する情報共有等をおこなっ
ているほか「ミニマムリクワイアメント」の内容等についての意見
交換をおこなっている。

担当者説明会で出た意
見は，情報教育推進部
会で集約し，教育内容
や方法の改善のための
材料として議論できて
いる。



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・方法・成果 ４.  成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

a ●課程修了時における学生の学習成果
を測定するための評価指標を開発し，
適切に成果を測るよう努めているか。
【なし～４００字程度】

　情報関係科目を履修した学生の学習成果の評価に関しては，各科
目担当教員に任されており，教育の情報化推進本部として学習成果
を測定するための評価指標の開発は特におこなっていない。現在
は，各科目担当教員によるレポート，試験，プレゼンテーション等
により，学習効果を測定している。
　2015年度は情報教育推進部で情報関係科目の履修者向けにアン
ケートを実施し，学習の成果に関する設問を設けた。

2015年度情報関係科目
の履修者向けに実施し
たアンケートの設問
「情報関係科目の学習
の成果を，今後どのよ
うな場面で活かせそう
ですか。または今現在
活かしていますか。
(複数回答可)」におけ
る回答では，全体の
77%の学生が「大学で
の課題・レポート作
成」53%の学生が「就
職活動・就職後の仕
事」と回答しており，
大学生活～社会人に
なっても通用するスキ
ルを習得できたと感じ
ている学生が多いこと
が伺える。

同アンケートの同設問
において，「ＩＴ系資
格の取得」と回答した
学生は10％に留まって
おり，情報関係科目の
成果として，積極的に
資格取得等にチャレン
ジさせる仕組みづく
り，もしくは資格取得
に対応した科目の設置
について，検討の余地
がある。

夏季休業期間中の５日
間を利用して，単位認
定のない無料講座とし
て「ＩＴパスポート試
験対策講座」を和泉
キャンパスで開講し，
ＩＴ系資格取得の動機
付けを行う。

b ●学位授与にあたって重要な科目（基
礎的・専門的知識を総合的に活かして
学習の最終成果とする科目，卒業論文
や演習科目など）の実施状況。
●学位授与率，修業年限内卒業率の状
況。
●卒業生の進路実績と教育目標（人材
像）の整合性があるか。
●学習成果の「見える化」（アンケー
ト，ポートフォリオ等）に留意してい
るか。
【約８００字】

　学習成果の「見える化」については，教育の情報化推進本部は授
業におけるOh-o!meijiシステムの「クラスウェブ」の活用を促して
おり，その結果，2015年度の情報関係科目では約55％の授業におい
て，課題提出やグループワークでOh-o!meijiシステムを活用してい
る。Oh-o!meijiシステム上で提出した課題等の成果物や，ディス
カッション記録，教員が提供した授業資料は，学生の「ポートフォ
リオ」ページに貯められ，学生は，学年が上がっても自身の過去の
学習成果を閲覧・確認できる仕組みとなっている。

　主に１・２年生が履
修するＩＣＴベーシッ
クⅠでは，明治大学Ｉ
ＣＴの基礎として，履
修者にOh-o!meijiシス
テムの利用方法を教授
している。Oh-o!meiji
システムの利用方法に
ついてはどの教員の授
業でも最低限実施すべ
きミニマムリクワイア
メントとして掲げてい
る。

Oh-o!meijiシステムを
全く授業に活用してい
ない教員がいるため，
更なる活用を促してく
必要がある。

例年実施している担当
者説明会において，
Oh-o!meijiシステムの
機能紹介や活用方法に
ついて周知していく。
また，新任教員には，
Oh-o!meijiシステムの
使用方法のレクチャー
を行う。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（４）教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか

a ●学生の学修，教員の教育研究の環境
整備に関わる方針に沿って，施設・設
備，機器・備品を整備し，管理体制を
備えているか。
●教育研究等環境の適切性を検証する
にあたり，責任主体，組織，権限，手
続きを明確にし，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげている
か。

(1) 情報環境の整備
① プレゼン設備の計画的更新
情報環境についての要望を各学部・研究科等から毎年度ヒアリング
した上で，各キャンパスのプレゼン化率，既設プレゼン設備の導入
年度のデータを元に，情報環境推進部会で更新計画を決定してい
る。また前年度からの計画に基づき，教室のプレゼン化および老朽
設備の更新を実施している。
② ＰＣ環境の発展的整備
各キャンパスのメディア教室・自習室のＰＣ環境について，利用者
サービスの更なる向上，システム管理の効率化・コスト削減，キャ
ンパス間のサービス標準化の観点からＰＣ環境の更新を実施する。
更新にあたっては，情報環境推進部で内容を確認した上で実施す
る。またＰＣ台数について，学生数に対する供給量は不十分であ
り，今後ＰＣの増設や持込ＰＣや自宅等から利用できる環境整備等
を検討する。

各学部・研究科から教
育の情報化に関わる要
望をヒアリングし，情
報環境推進部会で2016
年度の重点計画案を作
成し，本部会議でその
計画を決定した。
2015年度の重点計画で
予定していた各キャン
パスのプレゼン整備・
改修を着実に実施し
た。また機器の老朽化
や要望に対する改修等
も実施した。
2015年度は中野キャン
パスのＰＣシステムを
更新した。駿河台・和
泉キャンパスとのスト
レージ共有，印刷管理
システムの統合管理な
どを改善し，利便性向
上とコスト削減を実施
した。

教室プレゼン化につい
ては，ほぼ100%近く整
備できている（生田
キャンパスのゼミ室の
みプレゼン化率
80%）。
しかし既設の教室につ
いても，アナログ設備
や老朽化したプレゼン
設備が多くなっている
ため，今後もデジタル
化に対応したプレゼン
設備の計画的な更新が
必要である。

教育の情報化に関わる
要望については，毎年
度継続して各学部・研
究科からヒアリングを
実施し，次年度の重点
計画を決定する。

2016年度は以下のプレ
ゼン設備改修を実施す
る。
(1) 駿河台：リバティ
タワー教室プロジェク
ター等の更新
(2) 和泉：メディア棟
3階（中教室），５階
～７階（小教室）
(3) 生田：中央校舎メ
ディアホール（0608教
室），メディアスタジ
オ（0610教室）
2017年度についても
2016年度の本部会議で
承認された計画につい
て更新を実施する。

プレゼン設備の更新
は，長期的に計画をた
てて順次進めていく。
単純に機器を入れ替え
るだけでなく，授業を
行う教員からの意見を
取り入れ，教育効果，
効率性，公平性の観点
から最適設備を導入す
る。
授業活性化に資するア
クティブ・ラーニング
環境，ならびに利用者
サービスの向上に資す
るＰＣメディア環境，
ネットワーク環境につ
いても，他大学等にお
ける先進的な導入事例
について調査を行い，
多様な授業モデルへの
対応を検討する。情報
基盤本部やユビキタス
カレッジ運営委員会と
の連携を強化する。

(2) 教育支援の推進
ア 「Oh-o!Meijiシステム」を活用した教育及び学習の支援
　全学的な教育支援システムの「Oh-o!Meijiシステム」は，大学生
活に関わるお知らせを配信する「ポータルページ」と，授業をネッ
ト上に展開した「クラスウェブ」の２つの機能から構成されてい
る。「ポータルページ」は学生の利用率がほぼ100％に達し，教員や
事務室からの連絡等を学生一人一人に配信することができ，学生の
大学生活全般を支援している。「クラスウェブ」では，開講してい
る全ての授業に対する「授業ページ」を展開しており，全ての「シ
ラバス」がオンライン上で閲覧・検索できる。さらに「クラスウェ
ブ」は，①授業資料を事前事後に配付し予習・復習ができ，欠席者
へのフォローとしても有効に機能している授業資料機能，②レポー
トの提出に加え，教員から学生一人一人に対するコメントと添削
ファイルのフィードバックが可能なレポート機能，③学生が主体的
に授業に参加できる仕組みとして活用している掲示板・アンケート
（小テスト）機能，という特徴も備えている。
　2013年４月から全学的に再構築版の運用を開始した。このシステ
ムの再構築にあたっては，学生と教職員へアンケートを実施し，シ
ステム全体の操作性・パフォーマンス向上に加え，「スマートフォ
ン対応（学生参加型の授業に活用可能）」「グループ機能（正課教
育以外での教育支援）」「ポートフォリオ機能（学習の振り返
り）」等を実現した。2015年度の学生のポータルページ利用率は
100％，教員のクラスウェブ利用率は50.9％である。

新任教員研修，教員
リーフレットの全教員
配布等の活動により，
教員のクラスウェブ利
用率は45.7％から
50.9％に上昇した。
従来からの課題であっ
た履修登録前でもクラ
スウェブを活用できる
よう「仮参加」機能
を，本部会議で承認を
得て追加開発を実施し
た。

総合的教育改革（新授
業時間割）について，
Oh-o!Meijiでは時間割
表示や基幹データとの
連携の改修が必要であ
る。
またスーパーグローバ
ル大学創成支援事業で
計画されているシラバ
ス英語化では，Oh-
o!Meijiで日本語およ
び英語のシラバス作
成，シラバス公開を実
現する機能改修が必要
である。

クラスウェブの教員利
用率は着実に向上して
いるが，新任教員研修
会でのシステム紹介や
リーフレットの配布
等，教員への利用促進
を継続する。
各学部・研究科から教
育の情報化に関する要
望のヒアリングを行
い，次年度の政策的計
画を決定する。

2017年度の新授業時間
割公開に向け，基幹
データとの連携対応お
よびモジュール開講の
授業の表示対応を2016
年度に実施する。
シラバス英語化（日英
切替）について，2017
年度シラバス作成のた
め，教員によるシラバ
ス編集および職員権限
のシラバス管理機能へ
シラバス英訳版を追加
して2016年秋にシステ
ム公開する。学生が閲
覧するシラバス英訳版
（ＰＣおよびスマート
フォン）は2017年３月
に機能リリースし，４
月より閲覧可能とす
る。

総合的教育改革，スー
パーグローバル大学創
生支援に資するOh-
o!Meiji機能強化（科
目ナンバリング，ｅ
ポートフォリオ等）を
推進する。
また，永続的なシステ
ム見直しを続け，利用
者の使い勝手を向上す
る。

イ メディアライブラリの運営
　各キャンパスには語学などのメディア教材（ビデオ，ＤＶＤ等）
が多数保管され，授業での利用や専用ブースでの閲覧ができるよう
になっている。このメディア教材は，図書や雑誌等の印刷メディア
とともに，教育研究・学習活動において重要な情報源となってい
る。

授業用メディア教材の
購入を進め，学生が自
学自習できる環境を整
備し，中野キャンパス
での利用件数が2014年
度9,857件から16,729
件へと増加した。

著作権の取扱いに留意
しつつ，学生の国際環
境への意欲と語学力を
向上させるために，メ
ディア教材の購入をさ
らにすすめ，自学自習
環境を整備する。

b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

ウ サポートデスクの運営
　リバティタワーを建設する際，多岐にわたる情報関連設備の利用
者サポートを包括的な業務委託により行うことが決定した。それを
受け，駿河台キャンパスでは2000年４月よりサポートデスクの運用
を開始した。和泉キャンパス，生田キャンパスでは2001年４月，中
野キャンパスでは2013年４月より運用を開始し，現在に至る。サ
ポートデスクは学生・教職員のスキルの向上・技術の習得を目的と
し，①教室等のプレゼンサポート，②学内ネットワーク（ＭＩＮ
Ｄ）接続・利用支援，③Oh-o！Meijiシステム利用支援，④インフォ
メーション設備の利用運用支援，⑤学内の電光掲示板（ＩＦＢ）お
よび情報検索端末（ＩＦＴ）の運用支援，⑥証明書自動発行機シス
テムの運用支援，⑦教職員の教材，コンテンツ作成支援，⑧機器の
貸し出し，⑨個人用ＰＣの活用，⑩ソフトウェアのインストール等
の幅広い支援を行っている。日々のサポート内容については，サ
ポート内容を記録したサポートデータベースのシステムを構築し，
職員とサポートデスクでサポート内容や過去の履歴などが共有でき
るしくみを構築している。また，期間毎に，サポートデスクとの
ミーティングを行い，サポート内容の確認や問題点の共有，利用者
対応などについて意見交換を行い，業務改善を図っている。

教員がより安心してメ
ディア機器を使用した
授業が出来るように，
情報関連設備の利用者
サポートを行ってお
り，海外とＴＶ会議シ
ステムを用いて異なる
国をつないだ遠隔教育
授業が，和泉・生田・
中野キャンパスで開講
され，授業の数も2015
年度１講座開設され，
2016年度も４講座開設
される予定である。

ＴＶ会議システムを用
いて異なる国をつない
だ授業が継続して実施
できる環境を整えてい
く。また，高度な技
術・新しい媒体に適応
した授業サポートを継
続して行うことによ
り，教育のグローバル
化を推進する。



 2015年度 教育の情報化推進本部 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，
公表していること
【約４００字】

　自己点検・評価全学委員会による自己点検・評価の基本方針に基
づき，教育の情報化推進本部の自己点検・評価報告書を毎年作成し
ている。自己点検・評価報告書の内容については，各推進部が担当
箇所を作成し，教育の情報化推進本部自己点検・評価委員会がとり
まとめ，本部会議において内容確認と承認を行い，自己点検・評価
全学委員会へ提出している。自己点検・評価報告書は本学ホーム
ページに公表され，社会一般に対し公開されている。

毎年,自己点検評価報
告書を作成し,ホーム
ページで公表すること
により,本部の活動内
容の検証と,学内外へ
の説明責任を果たして
いる。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改善
につながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃ
ｈｅｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔ
ｉｏｎ（改善）の具体的内容・工夫

＜参考：以下の事項に関して，関連す
るものについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評
価活動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推
進
③学外者の意見の反映　など

　自己点検・評価報告書および長中期計画書の作成は,本部の各推進
部が教育の情報化推進本部規程第10～11条で規程されている業務分
担に従って担当箇所を作成し,完成した案を本部会議で承認をするプ
ロセスとしている。全ての推進部の作成作業完了後に本部会議を開
催し,前年度の自己点検・評価報告書案の検証と承認,また,その検証
結果をもとにした次年度の単年度計画書,および長中期計画書の検証
と承認を行っている。この,自己点検・評価報告書の検証と,検証結
果を反映した単年度計画書,長中期計画書の策定を行うＰＤＣＡサイ
クルを機能させることで,本部の内部質保証システムとしている。
　2014年度の自己点検・評価のうち，Oh-o！Meijiシステムの機能改
善，老朽化したプレゼン設備の更新などの課題については，2015年
度計画にクラスウェブ仮参加機能の追加や，生田キャンパスプレゼ
ン設備の更新として反映し，計画的に改善を図ることとした。

各推進部が担当箇所の
作成し,他の推進部が
作成した部分につい
て,互いに内容の検証
をすることで,内部質
保証システムを機能さ
せている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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